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六
月
四
日
、
全
国
一
般
東
京
労

組
メ
ト
ロ
セ
ル
ビ
ス
分
会
は
自
治

労
東
京
交
通
協
力
会
労
組
駅
舎
清

掃
分
会
（
駅
舎
清
掃
分
会
）
の
25

春
闘
報
告
集
会
に
招
待
さ
れ
た
。

三
年
連
続
し
て
東
京
の
地
下
鉄
で

働
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
異

な
る
都
営
地
下
鉄
と
東
京
メ
ト
ロ

の
清
掃
労
働
者
が
交
流
を
深
め
た

意
義
あ
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
メ
ト
ロ
セ
ル
ビ
ス
分

会
か
ら
小
杉
分
会
長
と
伊
藤
組
合

員
が
、
全
労
協
か
ら
渡
邉
議
長
と

関
口
事
務
局
長
、
東
京
全
労
協
か

ら
本
木
事
務
局
長
、
東
京
労
組
か

ら
中
村
委
員
長
と
中
原
副
委
員
長

が
参
加
し
た
。

駅
舎
清
掃
分
会
菅
野
分
会
長
と

東
京
交
通
協
力
会
労
組
上
村
委
員

長
か
ら
25
春
闘
報
告
が
行
わ
れ

た
。
菅
野
分
会
長
か
ら
は
メ
ト
ロ

セ
ル
ビ
ス
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ

と
、
賃
金
や
労
働
条
件
を
比
較
し

た
一
覧
表
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ

た
。
特
に
メ
ト
ロ
セ
ル
ビ
ス
と
異

な
る
点
は
年
間
休
日
と
年
収
だ

が
、
週
休
二
日
制
が
実
施
さ
れ
ず

休
日
が
二
十
六
日
も
少
な
い
こ

と
、
年
収
の
差
は
手
当
（
家
族
・

住
宅
・
ト
イ
レ
手
当
）
に
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
組
合
員
に
怒
り
を

も
っ
て
労
働
運
動
に
積
極
的
に
な

ろ
う
！
と
訴
え
た
。
上
村
委
員
長

か
ら
協
力
会
労
組
全
体
の
25
春
闘

報
告
が
行
わ
れ
た
。
都
営
交
通
全

て
の
業
務
委
託
の
中
で
、
特
に
都

バ
ス
の
誘
導
員
に
つ
き
詳
細
な
報

告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

最
後
に
、
司
会
の
河
副
分
会
長

か
ら
「
ど
う
か
メ
ト
ロ
セ
ル
ビ
ス

に
行
か
な
い
よ
う
に
（
笑
）」
と

の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
交
流
会
で

確
認
し
た
現
実
は
、
セ
ル
ビ
ス
か

ら
協
力
会
に
異
動
し
て
い
る
労
働

者
が
多
く
、
改
め
て
職
場
点
検
の

必
要
性
を
感
じ
た
意
義
あ
る
交
流

と
な
っ
た
。（
全
国
一
般
東
京
労

組
メ
ト
ロ
セ
ル
ビ
ス
分
会
分
会
長

小
杉
春
雄
）

●
全
国
一
般
東
京
労
組
メ
ト
ロ
セ
ル
ビ
ス
分
会

都
営
地
下
鉄
と
メ
ト
ロ
の

清
掃
労
働
者
交
流
が
続
く

三
年
連
続
し
て
春
闘
報
告
・
交
流
会

昨
年
に
引
き
続
き
お
忙
し
い

中
、
5
・
23
富
士
産
業
春
闘
決
起

集
会
に
六
十
人
も
の
仲
間
の
皆
様

に
ご
結
集
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

私
自
身
は
今
回
が
初
め
て
の
集

会
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
該

の
み
な
ら
ず
こ
れ
だ
け
の
多
く
の

仲
間
が
居
る
ん
だ
と
感
じ
た
ら
れ

た
時
に
「
共
に
闘
お
う
」
と
強
く

決
意
が
固
ま
り
ま
し
た
。
未
だ
に

富
士
産
業
で
は
パ
ワ
ハ
ラ
が
止
ま

ら
ず
、
新
人
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

上
司
に
よ
る
過
度
な
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
、
退
職
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
今
の
ま

ま
で
は
社
員
は
上
司
の
機
嫌
を
と

る
事
で
し
か
自
身
を
守
る
こ
と
が

出
来
ず
、「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
る
の

は
私
た
ち
組
合
だ
け
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
団
体
交
渉
等
で
、

年
間
休
日
を
増
や
す
な
ど
職
場
改

善
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
組
合

の
み
で
す
が
お
互
い
の
足
を
引
っ

張
り
あ
う
原
因
で
あ
り
、
業
務
内

容
や
勤
務
態
度
す
ら
知
ら
な
い
仲

間
の
評
価
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
多
面
評
価
制
度
の
廃
止
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

日
本
の
情
勢
を
見
て
も
物
価
が

上
が
っ
て
い
る
中
、
給
与
が
上
が

ら
な
い
現
状
は
富
士
産
業
も
同
じ

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
物
価
に
見
合

っ
た
給
与
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
作
る
事
が
大
切
で
あ
り
、
労

働
者
を
守
る
事
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
、
地
道
な
オ
ル

グ
活
動
を
経
て
一
人
ま
た
ひ
と
り

と
着
実
に
組
合
員
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
の

声
を
反
映
さ
せ
る
事
で
し
か
良
い

環
境
は
生
ま
れ
な
い
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
小
さ
な
声

を
大
き
く
反
映
出
来
る
様
、
組
合

員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
引
き
続

き
応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。（
全
労
働
者
組
合
富
士

グ
ル
ー
プ
分
会

小
林
良
一
）

●
全
労
働
者
組
合
富
士
グ
ル
ー
プ
分
会

一
人
ひ
と
り
の
声
を

反
映
さ
せ
た
職
場
環
境
を

富
士
産
業
社
前
で
春
闘
決
起
集
会

●
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
堺

虐
待
事
件
公
益
通
報

つ
ぶ
し
に
裁
判
闘
争

三
人
の
看
護
師
で
あ
る
組
合
員

が
、
社
会
福
祉
法
人
三
篠
会
（
本

部
は
広
島
県
）
傘
下
の
大
阪
府
堺

市
立
重
症
心
身
障
害
者
（
児
）
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ベ
ル
デ
さ
か
い
」

（
大
阪
府
）
を
相
手
に
係
争
中
の

事
件
で
あ
る
。「
ベ
ル
デ
さ
か
い
」

で
は
、
二
〇
一
九
年
虐
待
事
件
が

発
生
し
た
が
、
上
層
部
は
組
合
員

三
人
を
含
む
現
場
か
ら
の
情
報
提

供
に
耳
を
傾
け
な
い
ば
か
り
か

「
正
義
感
で
言
っ
て
い
る
だ
け
」

と
内
部
通
報
者
を
攻
撃
す
る
状
況

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
同
施
設
の

設
置
者
で
あ
る
堺
市
に
公
益
通
報

を
し
た
。
二
〇
二
〇
年
に
堺
市
は

虐
待
と
認
定
し
た
。
報
告
書
で

は
、
虐
待
の
背
景
に
は
「
ベ
ル
デ

さ
か
い
の
組
織
風
土
」
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
た
。

組
合
員
ら
の
受
難
は
「
虐
待
認

定
」
後
も
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
を
配

置
転
換
し
、
一
部
署
に
集
め
ら
れ

た
。
そ
の
上
で
、
適
切
な
人
員
配

置
を
行
わ
ず
、
三
人
は
過
酷
な
労

働
環
境
に
お
か
れ
た
。
追
い
詰
め

ら
れ
た
組
合
員
の
内
一
人
は
、
体

調
を
崩
し
、
欠
勤
し
、
そ
の
部
署

で
の
ご
利
用
者
の
受
け
入
れ
を
一

部
制
限
す
る
事
態
が
発
生
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た

め
、
上
層
部
と
の
話
し
合
い
を
求

め
て
き
た
が
無
視
さ
れ
た
た
め
、

二
〇
二
二
年
十
月
に
堺
市
に
現
状

を
訴
え
、
ベ
ル
デ
さ
か
い
が
長
年

行
っ
て
来
た
「
無
資
格
者
に
よ
る

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
」
の
法
令
違
反

を
公
益
通
報
し
た
。

す
る
と
同
十
一
月
、
組
合
員
ら

に
自
宅
待
機
命
令
を
経
営
陣
は
発

令
し
、
そ
の
自
宅
待
機
は
六
カ
月

余
り
に
及
び
、
自
宅
待
機
中
に
退

職
勧
奨
、
自
宅
待
機
直
後
に
、
そ

れ
ぞ
れ
「
解
雇
」「
他
施
設
へ
の

配
転
」「
組
織
図
に
無
い
一
人
部

署
へ
の
配
転
」
の
処
分
を
下
さ
れ

た
事
件
で
あ
る
。
二
〇
二
四
年
六

月
に
提
訴
し
て
お
り
、
裁
判
闘
争

中
で
あ
る
。（
こ
の
経
緯
に
つ
い

て
は
今
年
の
二
月
二
十
日
放
送
の

Ｍ
Ｂ
Ｓ
ス
ク
ー
プ
「
内
部
告
発
な

ん
て
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
を

検
索
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
視

聴
で
き
ま
す
）

（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
堺

・
重
症
心
身
障
害
支
部

朝
倉
隆

介
）

中
之
島
メ
ー
デ
ー
で
訴
え
る

五
月
三
十
日
、
全
労
協
女
性
委

員
会
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
―
ミ
サ
イ
ル
基
地
が
や
っ
て
き

た
―『
島
で
生
き
る
』を
上
映
し
、

沖
縄
・
石
垣
島
で
二
〇
二
三
年
三

月
に
開
設
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
ミ

サ
イ
ル
基
地
に
抗
う
島
民
の
闘
い

の
映
画
を
見
て
、
戦
後
八
〇
年
の

日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
平
和
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
た
。

石
垣
市
に
は
自
治
基
本
条
例
と

い
う
独
自
の
条
例
が
あ
り
、
有
権

者
の
1
／
4
の
署
名
が
集
ま
れ
ば

市
長
は
「
所
定
の
手
続
き
を
経
て

住
民
投
票
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
二

〇
二
一
年
六
月
市
議
会
に
て
削
除

さ
れ
る
。「
石
垣
市
住
民
投
票
を

求
め
る
会
」
は
二
〇
一
八
年
、
一

カ
月
で
有
権
者
の
1
／
3
を
超
え

る
署
名
を
集
め
き
っ
た
。
し
か
し

石
垣
市
は
住
民
投
票
を
実
施
し
て

い
な
い
。「
求
め
る
会
」
は
署
名

を
し
て
く
れ
た
人
た
ち
に
応
え
る

た
め
裁
判
で
闘
い
続
け
て
い
る
。

若
い
人
が
中
心
と
な
り
自
分
が
生

ま
れ
、
育
ち
、
そ
こ
で
生
き
て
い

く
と
決
め
た
か
ら
。

基
地
建
設
に
反
対
せ
ず
、
住
民

投
票
の
条
例
削
除
に
賛
成
し
た
市

議
が
、
そ
の
後
の
市
長
や
防
衛
省

の
説
明
に
納
得
が
い
か
ず
、
反
対

派
と
共
闘
し
農
民
目
線
で
市
民
と

市
議
会
を
つ
な
い
で
い
く
道
を
選

ぶ
。
国
防
は
国
の
専
権
事
項
と
、

そ
こ
に
生
き
る
人
の
意
見
を
聞
か

ず
に
基
地
設
置
を
推
し
進
め
て
い

く
。
ミ
サ
イ
ル
や
弾
薬
も
運
ば
れ

て
き
た
。
戦
前
が
は
じ
ま
っ
た
の

か
、
有
事
を
声
高
に
叫
び
、
危
険

性
の
み
を
前
面
に
出
し
て
い
く
や

り
方
は
、
い
つ
か
来
た
道
。

現
状
を
理
解
し
、
自
分
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、
参
加
者

で
意
見
交
換
を
し
た
。
遠
い
海
の

先
で
は
な
く
、
誰
か
の
犠
牲
の
上

に
あ
ぐ
ら
を
か
く
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
に
虐
げ
ら

れ
て
も
た
お
や
か
に
歌
い
・
踊

り
、
思
い
を
広
げ
て
い
く
「
あ
な

た
は
、
ど
う
生
き
る
」
と
。（
女

性
委
員
会
幹
事

加
藤
照
代
）

●
女
性
委
員
会
『
島
に
生
き
る
』
上
映
会

ミ
サ
イ
ル
基
地
と
抗
う

石
垣
島
の
闘
い
に
学
ぶ

北
九
州
市
の
私
立
学
校
「
仰
星

学
園
」
は
、
不
登
校
の
生
徒
を
対

象
と
し
た
高
等
学
校
で
す
。
不
登

校
に
特
化
し
た
高
校
で
あ
る
た

め
、
教
員
は
専
門
的
な
ス
キ
ル
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
時
間

外
手
当
の
未
払
い
や
ワ
ン
マ
ン
理

事
長
の
一
方
的
な
人
事
な
ど
、
劣

悪
な
労
働
環
境
に
よ
り
、
多
い
年

で
は
半
分
以
上
の
教
員
が
退
職
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

事
務
長
と
し
て
働
く
Ａ
さ
ん

は
、
二
〇
二
三
年
秋
、
突
然
に
降

格
さ
れ
、
理
事
長
室
へ
の
入
室
禁

止
を
一
方
的
に
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
。
給
与
も
減
額
さ
れ
、
冬
季
賞

与
や
期
末
手
当
も
大
幅
に
減
額
さ

れ
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
、
自
分
の

身
分
と
権
利
を
守
る
た
め
、
労
働

組
合
を
通
じ
て
問
題
解
決
を
図
ろ

う
と
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
に
加
入
し

ま
し
た
。
学
園
に
対
し
団
体
交
渉

の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

仕
事
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
通
勤
用

の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
を
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を
受
け
、

一
カ
月
後
に
は
解
雇
を
通
告
さ
れ

ま
し
た
。し
か
も
、解
雇
理
由
は
、

そ
れ
か
ら
一
カ
月
し
て
か
ら
よ
う

や
く
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
解
雇
理

由
は
、
Ａ
さ
ん
に
つ
い
て
の
悪
口

三
昧
で
、
虚
偽
の
内
容
も
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
明
ら
か
に
、
組

合
員
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
不
当

労
働
行
為
そ
の
も
の
で
す
。

組
合
は
、
福
岡
県
労
働
委
員
会

へ
の
申
立
て
を
行
い
、
ま
た
解
雇

に
つ
い
て
は
、
福
岡
地
方
裁
判
所

小
倉
支
部
で
の
裁
判
を
行
っ
て
い

ま
す
。
労
働
委
員
会
で
は
、
五
月

中
旬
に
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
団
交
か
ら
逃
げ
回
っ
て
い
た

理
事
長
に
対
し
て
、
公
益
委
員
か

ら
職
権
尋
問
の
徹
底
的
な
質
問
が

行
わ
れ
、
予
定
を
は
る
か
に
超
え

た
九
時
間
に
も
わ
た
る
尋
問
で
し

た
。こ

の
尋
問
の
中
で
、
理
事
長
は

解
雇
通
知
書
に
つ
い
て
「
初
め
て

見
る
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
、

自
身
は
関
与
し
て
い
な
い
と
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
更
に
追
及
さ

れ
、
準
備
書
面
に
書
か
れ
て
い
た

「
弁
護
士
に
作
成
依
頼
し
た
」
と

い
う
の
は
誤
り
で
、
理
事
長
自
身

が
解
雇
通
告
当
日
に
作
成
し
た
と

証
言
が
二
転
三
転
。
ま
た
、
Ａ
さ

ん
の
組
合
加
入
に
つ
い
て
、「
組

合
に
入
っ
た
人
は
置
い
て
お
け
な

い
」「
組
合
が
街
宣
に
く
る
」
な

ど
の
組
合
嫌
悪
の
発
言
を
し
た
こ

と
も
認
め
、
理
事
長
自
ら
不
当
労

働
行
為
意
思
を
証
言
し
ま
し
た
。

組
合
は
、
学
園
近
く
で
不
当
解

雇
撤
回
を
求
め
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
チ
ラ
シ
配
布
、
Ｊ
Ｒ
黒
崎
駅

前
で
の
情
宣
活
動
、
宣
伝
カ
ー
を

使
っ
た
情
宣
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
不
当
解
雇
撤
回
と
原
職
復

帰
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！

（
全
国
一
般
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
書

記
長

末
永
弘
美
）

●
全
国
一
般
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州

仰
星
学
園
の
不
当
解
雇
撤
回

現
職
復
帰
へ
が
ん
ば
り
ま
す
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